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中東地域のオフィオライト論争と

トルコのエルガニｰ国オフィオライト

1はしがき

“最近のオフィオライト研究にはめざましいものかある"

ということをよく聞く.たしかにオフィオライトにつ

いて書かれたものは急速に増加している.筆者はっと

めてそれらに目を通しているつもりであるがその大半

はプレｰト理論に一役買っている内容のものでありホ

フィオライト自身の新資料カミ蓄積されつつあるというこ

ととは別問題のように思われる｡

!971年の秋ギリシアで開催された国際オフィオライ

ト討論会でMooR臨教授のプレｰト論が一席おわった

ところで提案されたJAcKs0N博士(uS.G.S｡)の指

摘は大へん印象的であった.ここに博士の発言の一端一

をのべておこう.“われわれはオフィオライトの成因

をのべるのに充分なだけの地殻やマントノレについての

深部庸報を持ち合わせていない｡したかってどのよう

なオフィオライト成因論も推論の域を出ぬものであり

ときとしてワｰルド観象を全く無視するものも出はじめ

ている.今はもっとフィｰノレドに忠実でなくてはなら

妙･だろう"正直のところこの2人の論議はオフィ

オライト研究の現状を端的に物語っているといってもよ

いであろう(最近よせられたJム｡KsoN博士の手紙によれば

その後2人は一緒にギリシアのバリノス岩体の調査にたずさわ

っているということである.).

筆者は1971年から2年間トルコにおいて著名祖エル

ガニｰ鉱I⊥1地域で200k㎜･の範囲にわ走りオフィオラ

イトを対象とする野外調査に従事することができたので

フィｰルドでみとめられた事実を忠実に紹介し御参考

番場猛夫

に供したいと思う.しかしそのまえにヨｰ浜ツバ中東

地域でのオフィオライト研究の現状をひとわた夢概説し

問題の所在を考えることにする｡

2ヨｰロッパ中東地域の茅フイ才ライ糾問題

1971年とその前後にオフィオライト闘題の総合編集か

勢力的におこなわれている､C碗脳搬(醐五)はグ灘

一バルの規模で青色片岩間題を含めてオフィオライト

のempiacementを書いているしトルコに2年間滞在

した沢村(197王)はヨｰ質ツバ中東地域のオフィオライ

ト間題を構造発展史の観点でまとめている血Moo㎜s

(19701971)によるキブ買ス島やバジノス(ギリシア)

のオフィオライト比較論もこの時期に公表された.ま

た冒本では岩崎正夫(1971)をはじめ黒田さんや鈴木

(尭)さんによる.オフィオライトに刻する新しい考え

方が紹介されているほか上閏誠也ら(19?3)による世

界の変動帯竹内均訳によるW工鵬倣(醐3)の地球の

再発見などあげれば果てしもない次第である｡さら

に1970年にはイタリアで翌工97王年ははギジシァで至973

年にはモスクワでオフィオライト国際会議が聞かれて

いる.

さてヨｰロッパ中東地域のアルプス造山帯では随

所にオフィオライト複合体(本論で単1こオフィオライトとい

う場合はオフィオライト累層の意であり蛇紋岩はんれい措等

の貫入岩がマッシｰフをつくる場合これをオフィ素ライト複

合体とよぶ)が現われている.その代表曲技ものとして

バリノス複合体(ギリシア)トル…ぐス複合体(キブ�
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ト
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醐鵬呈968)大洋地殻とマントル(SH0R

榊き長繊附至969)編集はC0LEMAN

(197至)

彗馨

ロス)エノレガニｰ複合体(トルコ南東部)等をあげる

ことができる.そのいずれにも共通する点は最下位に

蛇紋岩またはかんらん岩がその上位にはんれい岩が

さらにその上位に輝緑岩が累重するというまぎれもない

事実である.枕状溶岩と地向斜堆積岩とが上記複合体

の上位に続くこともまた事実である.しかしトノレコの
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駆鰯はんれい岩

翻起塩基性粁

冒フォッシルトランスフォｰム

姦

エルガニｰでは複合体の下位にも枕状溶岩や地向斜堆

積物があらわれている.この事実は今後あオフィオラ

イト論争にとってきわめて重要である.

オフィオライト複合体を構成する各種塩基性岩の現出

量比やその現われ方は地域によってかなりのちがいが

ある.そのたあに相互の比較検討

が試みられている｡もっとも代表

的祖試みはM⑪o鵬§(1970王971)

.によるキプロス島のオフィオライト

艦複合体とギリシ･北部のバリノス複

合体との比較であろう.ここにの

べるエノレガニｰ複合体は上記2地

域の東方延長上にあるので当然こ

罰畠その他の
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れらとの比較を試みその特質を見

きわめることが必要であろう.そ

の意味ではじめにMo0REs(1971)

によるオフィオライト論をひとわた

り紹介することにする.
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第4図キプロス庸Troodosオフィオライト復命体の地質図(MooR鴎anδY丘預亙王971による)

｢キプロス島のトルｰドス山塊は

成層しドｰム状をなして配置され

たノ･ルツバｰジャイトタンかんら

ん岩輝岩はんれい岩石英閃緑

岩輝緑岩枕状溶岩からなってい

る.輝緑岩はいちじるしい岩脈灘

をだして多くは南北方向をむき拡�
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.1二位の枕状溶岩
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シャイト

弁1陳列テ螂構造

〈二二〉一貫入岩依

繁5図1･ルｰ1ごス複合体幻摸戴1蝦而(Mo0REs1971)太い黒丸ははんれい措中に

分泌鮒こ盤し免石英閃緑岩グラノファイアｰ白丸は枕状溶岩太い縦線は

砦賑制攻しの柱状1重大洋地殻の地震波による仮定断面

がりは100k㎜におよぶ｡輝岩ハノレッバｰジャイト

タンかんらん岩はほぼ水平に分布するが岩体の内部構

造は垂直で上記3種の岩体の水平接触面とは調和し泳

い.ノ･ルツバｰシャイトとダンかんらん岩とはおそ

らくマントル最上位を代表するテクトナイトである.

輝岩はんれい岩石英閃緑岩輝緑岩はマントル物質

の部分溶融の産物があるいはそのよう柱部分溶融体の

分別結晶作用の産物である.塩基性貫入岩と噴出岩の

化学成分は海洋ソレアイト組成とほうまく一致しない

が最近海洋からもたらされた緑色岩とそれに伴ういく

つかの岩石ぽ類似している､枕状溶岩のあるものは主

要な地質的事件のあとに付加された表皮のようなもので

ある｡輝緑岩岩脈灘にみられる多くのチノレドマｰジン

と岩脈と塩基性深成岩類との間にみとめられる横断関

係とはマグマの複式貫入によって海洋地殻が生成され

たことを暗示している.岩脈群の上面が平滑でないこ

深

�

��

UPPEHM^NTLEPERIo0TlT鵬

青色片

海嶺海溝岬C

度

とや岩脈カ縮合していることは岩漿の供給量

とか拡がりによるものではない.

他のテｰチスオフィオライトとくにギリ

シアとイタリアとでは岩体の内部構造カミ主要

岩体ののびの方向に対して垂直というよりむ

しろ平行であり塩基性岩のタイプには多少

の多様性がみとめられる｡もしこれらの地

塊が海洋底とマントルの破片であるならば

このような内部構造のちがいは岩漿の供給口

(湧き出し口)の拡大過程の相違によるもの

だろう.岩漿の供給輔ミゆっくり拡がる場

合には貫入岩体の内部構造は垂直となり逆

に供給口が急速ぽ拡がる場合には貴人岩体の

内部構造はむしろ水平になるだろう､ト

ノレｰドス複合体は前者に属しバリノス複合

体は後者に属することになる.｣

しかるに他方B跳R(1966)K畑A亙ATA(1968)

丁肌Y朋(1963)MAJ囲(1956)CRc酊(1962)等

はアルプス超塩基性岩やはんれい岩は火山噴出物を含

む既存の堆積岩の中に貫入してきたものであるとしてい

る.とりわけK疵A触服(互968)は超塩基性岩がその

周りに与えた接触変成作用を重視して既存岩石中への貫

入を主張し続けている.

ところでオフィオライトの中での青色片岩の位置づけ

はやはり重要課題のひとつと考えられるのでCo脳1独

(1971)によって代表される最近の考え方を紹介してお

こう.

｢プレｰト理論によれば島弧を伴うところの圧縮帯はプ

レｰトの境界にほかならない.そこでは大洋岩石圏は

下方に沈み込み沈みこんだ地帯は

a)大陸岩石圏の下方へのすべり

い.!二1)の例

1㍑み込みあ側
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第6図活動的な漉嶺における大洋地殻の発展と

出を示す図式(CoI卵4N1971による)

“這い上り

'と.沈み込

みの蘭方

､の級含せ

プレｰトの周辺部での沈み迅みξ

1まい｡ビリ

b)安山岩質火山｡)大陸周辺でゆ

るやかに傾斜する深発地震活動によっ

て特徴づけられる.逆にはいあがっ

たブロックはa)火山活動を完全に

欠くことb)高圧の変成作用を欠ぐ

ことC)海に向って傾斜する浅発地

震帯で特徴づけられる.かんらん岩

を主とするマントル物質は大陸岩石圏

にはいあがると下位にあるしめった堆

積岩から水分を吸収して蛇紋岩化する.

このためにかんらん岩の下位にときと

して蛇紋岩が出現することとなる.

青色片岩は上越プレｰト運動の中�
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で受身の立場にあった大陸岩石圏の堆積岩の申にあらわ

れる.したがってかんらん岩一蛇紋岩一青色片岩帯は

'プレｰト間の高圧下での衝突の境界を示すものである｣

えし地殻変動をこおむったところでそれに伴う変成作

用はつねにロシア台地型の基盤をもっていたとしテ

ｰチス海北側にあったロシア台地がアラブ台地に向って

逐次成長を遂げたものとしている.いいかえればトノレ

コ地域をはさんで北方のロシア台地と南側のアラブ台

地とはほぼ固定した相対的位置を古生代はじめから現

在に至るまで保持しておりロシア台地が主導的立場で

くりか完し構造運動が発生したものとしている.この

思考はK醐IN(1966)の考えを支持したものでトルコ

やキプロスのオフィオライトが両大陸の衝突1こよっても

り上った海洋底の表層であるとするMooR鵬(1970a)

の思考をもはげしく対立する.

このようにオフィ才ライトの搬泌｡en測t問題はつ

測こ相対立する2つの思考の下におかれている｡この

論争は将来も当分続くことであろう由

3エルガニｰ地域の才フイ才ライト

エノレガニｰ複合体の記載に入るまえにオフィオライ

トについての私だりのとり扱いをのべておきたい.前

節でのべているようにこの論説で単にオフィオライト

という場合にはオフィオライト累層(◎凶i◎1itesuite)

の意で用いている｡すなわち蛇紋岩はんれい岩

輝緑岩枕状溶岩匁どの塩基陛一趨塩基陸火成岩類を含

むところの地層全般をさしている､そこでは地向斜性

の泥岩チャｰト石灰岩火山砕層岩などが主体をな

していることは論をまたない.オフィオライト累層の

中で蛇紋岩はんれい岩輝緑岩の3者はほぼ一定の

層準にしかも相互に密鞍な関係を示していいかえれ

ばこれらぱ密集して複合体をつくっているのでこの3

者からたる地塊をオフィオライト複合体をよぶことにす

る.地質図にもその意が伝わるような表現を用いた｡

3.1オフィオライトの地質構成

第7図に示した範囲はAnato1i凄半島の南東基部で

Tau工i〔王山系に属する.地質はいわゆるアルプス型オ

フィオライトで東西に延長しキプロス島北方をかすめ

てギリシアのS沽P§工a葛｡nian帯に続く.北側では古

生層(ペルム紀石灰岩層)がオフィオライトに衝上して

きており南側ではオフィオライト自身が新第三系の上

に衝上している.

オフィオライトはレンズ状のチャｰト石灰岩を爽在

する上部自亜系の泥岩を主とし各所に枕状溶岩か見出

たされる､またここには塩基性一超塩基性火成岩から

なるオフィオライト複合体が発達する.この複合体は

下位から蛇紋岩はんれい岩シｰト状輝緑岩の順で

{^沈み込み雑念海嶺かちえら､舵た趨簸薬倣猪一一触繍

三ξ三海鮒二問係する磁気幾常の予愁引蝸位縦(出郷鞭至登η1二.㍑)

意拡大している海徽�
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第8図トル隷南第部エル

出現する､このほか地域各所に輝緑岩岩脈がみいださ

れる世一上記複合体は地域東部では延長11隻肌幅約1

k雌の規模を有するが地域中央から西方にかけては径

五～2k服の岩株状を放して点在する.ただし西部では

蛇紋岩を欠くようになる.

蛇紋岩は一般に大きい塊状号俸として産するカミ岩体

周辺部および主岩体から離れた小岩体にはいちじるし

い片状化がみとめられる.また蛇紋岩体の随所にロジ

ン岩がみいだされる.

はんれい岩は塊状のもののほか流理構造を示すものカミ

ある.後者は岩体の周辺ぽあらわれ輸廓にそって発達

する.岩質は変化にとみ綱紋のものからペグマタイト

カ

二一鉱ψ地域の地質図

質のものまであるがいずれも角閃石化セリサイト化

をうけいわゆるソｰシュル局はんれい岩に属する.

シｰト状輝緑岩は一般に上記はんれい岩の上位にあり

その厚さは約100mであるが顕著なチルドマｰジンを

有しておりいくつかの単位岩体の棄合から放っている

ことは明らかである.単位岩体の周辺を示す細粒相も

中心を示す粗粒相も鏡下ではともに典型的祖輝緑岩構造

を示すものではんれい岩のファブシックとは全く異質

である.一般に単斜輝石斜長石チタン鉄鉱からな

る.ときとしてはんれい岩と輝緑岩との境界付近に前

者か後者の串に不規則火婚状を赦して進入している拳実

がみとめられる呂この事実はもとづいてはん杓い岩が

第9図Dic王e河流域にみとめられる白亜紀敬状溶堵

郷⑭鰯棚刮からみた工〃拶二一鉱!ユ!地域の岩床状輝線幾の産状豆の

榊夏に突出する一滋の鑑娯秘それであるこの露岩の下位には

んれい拷蛇紋籾茎続く�



一連7一

触咽映1e海流域1こみとめられる塊状のソづ一州順ばん柵･着

申爽翻然ペタ呼タイト質はんれい塘

剃獺脳｡1轡槻減螂こみと釣ら妻見る続躍携遼を第すソｰシ幻帰晦

ん池唯

あとまで流動的であったとみなすことができる.また

この層準にはときとして閃緑岩質の岩石がみいだされる.

これを筆者は両君の交互f乍用によって生じたところの混

成相(assi㎜1王atedfades)または移化帯(t蜘sitionaユ

男◎ηe)とよんだ吉

3.2地質穣造

オフィオライト累層の主要構成員である泥岩はNEE-

SWWの走向20～30日Nの傾斜を示す.見かけは単純

匁単斜構造のようであるか実はそうでは放くて枕状溶

岩とチャｰトとの層剛こ発達している含プンカン赤鉄鉱

床を鑑として地層の上下を判別した場合には随所で

地層が横臥摺曲を示していると判断される｡このこと

は輝緑岩質凝灰岩を主とする堆積性緑色岩の対称的分布

からも推定することができる山

地質構造の概略は断面(第8図)のとおりでオフィ

孝ライト自身がいわゆる皇;豆狐br三C搬dS蜘Cture"を示

しておりそのいちじるしいものはMer夏enTepeか

らMeSTe畔にわたって観察される｡同様の構造は

Hacm地域でもみとめられる.興味あることはこの

よ1うにして解析された向斜構造の軸上にオフィオライト

複合体が現出していることである.

咄灘燃

上記の構造をカットしN-s

またはNW方向をとる断層

系の存在が注目される､こ

の断層にそって輝緑岩岩脈が

多数発達する.本地域最大

規鰯

睡珪鑑､一議畿燃綬

禦..刮卿暦とか11派る

簸嚢)飾緑畿燃鱗灘孫寮帳

藻嚢､孫形ン鉄鉱紬泌

(擦拳晦げ叙も3鵬)�
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の銅鉱床であるエルガニｰ鉱凶真搬興磁鉱床も蜜た

この構造の規制をうけている､一この断層運動は前述

の蝿ないしE-W系の籍曲構造より後類のものであ夢

輝緑岩岩脈の貴人は本地区才フィオライト砦看の最後

の時期虹属することは明白である坦

地域商蔀を減£方向に走る衝上歓層はきわめて大規模で

あ堕オフィオライト側は紛状破砕を伴う圧砕岩が底く

出婁する一オフィオライら内部にもこの衝土断層と平

行する糞騎帯や負礫化帯がみい芯される血そのいちじ

るしいものは不破鰍放から貫雛純慧丁顯餐暑こかけて

泌如河を横切って発達する,これはスラスト運動ぽ

伴って派生的に生じた講遺とみることができる｡衝上

の時期は衝上したオフィオライトの下位が中新世の地

層であることから新第三紀後期とみてよいであろう.

籍玉表1ψ鐵繭東灘エルガユｰ鍍鮒幽蔓の薄緑砦素砦看剛と学成分

慧沿琵

父沿童

剣め竈

舶β竈

舶◎

泌雌｡

賊鑑｡

c盤｡

災鋤｡

器壁｡

込｡轟

貫20㈲

H20←1

3.3校状溶岩オフィオライト複合体輝緑岩岩脈

枕状溶岩塩基性一超塩基性火成岩複合体輝緑岩岩

脈から次る火成岩組合わせはヨｰロッパ中東地域のア

ノレプス型オフィ才ライトに共通する岩石の組合わせであ

り一般に下位から超塩基性岩はんれい岩輝緑岩

枕状溶岩チャｰトなどの堆積岩の順位であらわれると

されている(M虹術肌兄加aA腕焔帆亙五962C0LEMムN

1971臨w醐1960AUBoびIN1959VanderK蛆D酬

至9638AIKEYandMlcCA此玉酬1953GA醐sER1955

Moo胴§五97王).

ここエルガニｰ地域でも第琶図に示すように上述の

順位でオフィオライト岩石があらわれている.しかし

なからこのよう荏現出順位はあくまでも一般的傾向で

あり滋密には蛇紋岩の下位にも枕状溶岩を含鼓地向斜

堆積岩やはんれい岩があらわれている苗この義実はや

はり重要であって枕状溶岩の噴出後ぽオフィオライト

�����

鋤

銘､翻

至.?9

重3｡鑓

嚢｡隻2

嚢｡鰯

窪､鑓

亨出違?

§､鑓

釜｡雛

§｡総

§討獺

菖､鑓

竈.鍍

�����

ωエルガニｰ鉱1⊥1付近の枕状溶岩

(2〕エルガニｰ鉱山アナヤタック産岩床状輝緑着

(3)ハジャン鉱出産輝緑岩岩脈

分板者:東寂看炭鉱物研究所

複合体が貴人したことを示すものである.したがって

ここでは産状にもとづいて枕状溶岩を地向斜期の噴出岩

としオフィオライト複合体を造山期の買入とし輝緑

岩岩脈を造山後期の貫入としてとりあつかう.

これらの岩石の岩質記載峠省略しここには輝緑岩系

の岩有すなわち枕状溶岩シｰト状輝緑岩輝緑岩岩脈

の化学成分について検討をおこなう｡

第1表に示すようにいずれもアルカジ玄武岩タイプ

でありもっとも早期に活動した枕状溶岩はとくにアル

カ"ひんでいる､枕状溶岩からシｰト状輝緑岩をへ

て輝緑岩岩脈の順紀S玉O婁A1ρ藪鳥Oは段階的に減

少し一方｡籔○は増加の頓商を示している咀また

第14図工ルガニｰ鉱1土i地機海鮒のスラストに綿う股砕潜

策亘駆〕ギリシア北部Sub･Pe1鵯｡n…an楴:Greve邊a付近の枕状溶着

とそれをつらぬく輝緑岩岩脈これと同じ産状を示すものがト

ルコのエルガニｰ地域でもみとめられる�
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Fe○十Fe.O｡は輝緑岩岩脈でもっとも増加している.

このことは輝緑岩岩脈がソンアイトに近い化学的性質を

有していることを示すものであり事実KUm(1960)

の一A1星0塞一Alka1i-S三〇｡ダイアグラムにプロットすると

この傾向は一層明瞭である(第16図).この分析値から

求めたノルムを第2表に示す.これをYoD醜(1967)

のOr-An-Ab三角図(第17図)にプロットするとこ

れらの岩石がすべてスピライトの領域に属することがわ

かる.

注目すべきことは枕状溶岩の一部にいちじるしく多

量の斜長石溜りを含むケラトファイアｰを産する事実で

ある.写真に示すように径0.5～1cmの灰白色の溜り

が溶岩の一部に濃集する､この溜りは鏡下で放射状を

なす針状曹長石からなりときとして石英を伴っている.

また枕状溶岩がいたるところで緑簾石脈につらぬかれて

いることも特色のひとつである.

第2表トルコ南東部エルガニｰ鉱山地城の輝緑岩系磐石のノルム

儀

�
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浴

�
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㌲��

���
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���
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��　
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4オフィオライト研究の将来展望

筆者は前述のようなオフィオライト論争が展開されて

いるさなか本場のトルコ芭エルガニｰ地域でオフィ

オライトの研究に2年間を費した古その閲常にオフィ

オライトのεmplace鵬nt聞題について関心を払い海

洋地殻からマントルにわたる構成岩石がそのままの層

序を保って大陸斜面へ移動することがあるのか他方古く

て新しいといわれるS肌L遡造山論で地質現象をロジカ

ノレに説明することができるかという2つの観点を念頭

においてフィｰルド現象の観察につとめてきた.筆

○

く

11〕エルガニｰ鉱山付近の枕状溶岩

(2}アナヤタック産岩陳状輝緑渚

{3}ハジャン鈎山産輝緑砦岩脈

者のカ不足のためにあるいは重大な見落しをしているか

も知れないが結果は本論にのべたとおりである.す

なわちオフィオライト複合体そのものの層序は下位から

蛇紋岩績んれい岩シｰト状輝緑岩であり最近の諾

家の見解と一致するがこの複合体の下位にも枕状溶岩

を伴うところの地向斜堆積物をみとめているのでここ

では枕状溶岩をもたらした玄武岩マグマの活動がすべて

の火成活動に先行したことを否定するわけにはゆかなか

った.地域中央を占める砂岩中に枕状溶岩の胴礫が多

く介在する特殊な相の出現はそのことをうらずけるもの

である.またオフィオライト複合体の規模カ童全層厚と

してわずかに1500m前後であるのはまぎれもない事実

であり小さく見積っても10k㎜ちかくはあろうとされ

�

㈱

㈰

�

�

向16

　

��

く14

flヨ

�

､

SiO;≡!5αOl-5250

㈰

�

�

�

��

　

“15

(一4

11･

�

4西78題10

Hiφ一

幬畭楮�

��

ぐ

呉�����漱椀

Si02`525ト55.OO

㈳����

→No20+K20

第16図

玄武岩を3つのタイブに分類

した久野(1960)のA120昌一

Alkali･Si02ダイアグラムとそ

こにプ目ツトされたトル:コエル

ガニｰオフィ才ライト岩石一

11〕枕状溶岩

(2〕ミｰト状輝緑岩

(3〕輝緑岩岩脈

第17図

Yoder(1967)によるスピライ.

け)ノルム長石三仏図にプ『ツ

トされたトルコのエルガニｰ

オフィオライト措有のノルム長

不プ回ソト

&一

oYODER(1967)によるスビライトのフ.ロット

61エルガニｰ鉱山地域の枕状溶岩

キ同上地蚊のシｰト状郷緑岩

㌻同,ヒ地蛾の輝緑宥岩脈

㌫�
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でいる海洋地殻から上部マント､1レにかけての厚さとはむ

じゅんする.やはリ大洋底下に潜在するマグマの一部

が地殻変動と共に貫入してきたものとみる方カミロジカノレ

である.

この観点で火成活動の順序と化学成分の変化を追って

みるとト.ルコのエルガニｰ地域ではすでにのべたよう

にアノレカリ玄武岩タイプの火山活動にはじまり準アルカ

リ玄武岩をへて逐次ソレアイト方向に移行してゆく僚向

を示している.しかるにこの傾向は環太平洋地域に属

する北海道中軸帯の場合と相容れ粗い.北海道ではソ

レアイトの活動にはじまりアルカリ玄蔵岩タイプヘ移

行してゆく特徴を示している(BAM趾1974).このむ

じゆんはオフィオライト問題にとって本質的な問題を

内臓しているように思えてなら狂い.

今後のオフィオライト研究には常識的なことなカミら

海域をも含めたフィノレドデｰタの積上げとそれに立脚

した岩石学的地球化学的研究かおこなわれることが期

待される.そしてその成果を植界の造山帯海域ごと

に比較してゆくことが必要であろう｡今までのオフィ

オライト研究は余りにも構造論が優先したと感じてい

るのほ筆者だけでは粗いであろう｡

(鐵物鰯萎駿締｡雛祭墨鍛三欠定コ)
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